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第５章 市による環境負荷低減のための率先行動 

－環境にやさしい八王子市役所エコアクションプラン取り組み結果－  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第１節 プランの概要 
 

１．環境にやさしい八王子市役所エコアクションプラン 

 

（１） 取り組みの３つの柱と計画期間 

八王子市役所エコアクションプランでは、①「地球温暖化対策の推進」、②「環境に配慮した

物品調達（グリーン調達）の推進」、③「廃棄物の減量とリサイクルの推進」を取り組みの３つ

の柱として、市の庁舎及び保育園、小中学校など市の施設を対象とし１７年度から２１年度ま

での５ヵ年間で目標達成に向けた取り組みを行います。 

 

（２） プランの目標 

事務事業活動のあらゆる場面（買うとき・使うとき・ごみにする前に・つくるとき〈施設整

備など〉）において、下表の具体的な取り組みと目標を定め、省資源・省エネルギーを進めてい

きます。 

また、地球温暖化対策実行計画として、２１年度までに市の事務事業に関わる温室効果ガス

の排出量（ＣＯ２換算）を１５年度の基準で２０％削減することを目標に掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市は、市内最大の事業者であることを踏まえ、事務事業における環境負荷の低減を図るた

めに、自ら率先して環境保全に取り組んでいかなければなりません。 

そこで１７年３月、事務事業における環境配慮行動の実践と地球温暖化対策実行計画を定

めた「環境にやさしい八王子市役所エコアクションプラン」を策定しました。また、このプ

ランに基づき環境負荷の少ない物品の購入を推進する「八王子市グリーン調達方針」も策定

しました。 

この計画に基づき、職員一人ひとりの環境配慮行動を定着させ、市内事業者の模範となる

よう推進していきます。 

 具体的な取り組み 平成２１年度の達成目標 

①グリーン調達方針に基づき調達する。 特に重点品目については「グリーン調達方針」の基準に

より１００％購入する。 

②印刷用紙の再生紙の利用を拡大する。 すべての印刷用紙の古紙配合率を「グリーン調達方針」

の基準とする。 

買
う
と
き 

③市が購入する車両はより低公害な車とする。 「グリーン調達方針」の基準により１００％購入する。 

④コピー用紙の使用を抑制する。 コピー用紙の使用量（購入量）を１０％削減する。 

⑤水の使用を抑制する。 水道使用量を１０％削減する 

⑥事務用品等を繰り返し使う。 使用済み封筒、ファイル等の再使用を徹底する。 

⑦日常事務活動に伴う電気の使用を減らす。 一般事務系電気使用量を１３％削減する。 

⑧ガスの使用を抑制する。 ガス使用量を１０％削減する。 

使
う
と
き 

⑨自動車の使用を抑制する。 ガソリン使用量を１０％削減する。 

⑩ごみを出さない工夫をする。 可燃廃棄物の排出量を３０％削減する。 ご
み
に 

す
る
前 ⑪使用済みトナーカートリッジをリサイクルする。 トナーカートリッジのリサイクル率を１００％とする。 
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２. 八王子市グリーン調達方針 

 

 八王子市グリーン調達方針の基本原則では、第一に『購入の必要性の検討』を掲げています。事

前に物品の購入の必要性を充分に検討することで無駄な購入をなくすことが、限りある資源・エネ

ルギーの消費の抑制につながる最も重要なことだからです。 

 １９年度は①「紙類」、②「文具類」、③「機器類」、④「ＯＡ機器類」、⑤「電気製品類」、⑥「自

動車」、⑦「作業着」の分類のうち合計９１品目を、特に環境物品の選択を重点的に推進していく

『グリーン調達重点品目』と定め、調達目標１００％を目指し取り組んでいます。 

 

３．八王子市環境マネジメントシステム（ＬＡＳ－Ｅ）への取り組み 

 エコアクションプランの取り組みをより一層推進するために、１８年度から自治体向け環境マネ

ジメントシステム「環境自治体スタンダード（ＬＡＳ－Ｅ：Local Authority's Standard in 
Environment の略称）」を導入しました。事業活動における環境に配慮した取り組みを、目標を立

てて実行し、その内容について点検・見直し・改善という一連の流れを継続的に行っていくしくみ

で、目標の設定や取り組み状況の監査に市民参加が必須となっているところが特徴です。１９年６

月に、本市の１８年度の取り組み状況が認められ、ＬＡＳ－Ｅの第１ステージに合格しました。 

 １９年度は、これまで対象となっていなかった学校・保育園・児童館が加わり、市の職員がいる

全ての施設で取り組みを行いました。２０年２月には市民による監査が行われ、結果は良好でした。 

 ２０年５月には１９年度の独自数値目標についての監査が行

われる予定です。 

 

 

第２節 １９年度の取り組みとその結果 

 

１． プラン推進のしくみと主な取り組み 

 

（１）プラン推進のしくみ 

ア．目標設定 

プランについて数値目標を定めることで、八王子市役所が目指すエコオフィス像に具体性

を持たせ、職員へ求める環境配慮行動を明確にしています。 

イ．環境推進員の設置 

全庁で積極的・効率的にエコアクションプランの取り組みを進めるため、各課で１名の環

境推進員を選任しています。 

環境推進員は所属員に対して環境配慮行動の徹底を指導するとともに、課で購入する物品

に対して八王子市グリーン調達方針に則っているかチェックする役割を担っています。 

ウ．職員研修 

環境に配慮した取り組みの徹底を図るため、環境推進員と環境推進責任者（課長職）の全

員を対象に研修を行いました。そして全職員へハンドブックを配布し、環境推進員と環境推

進責任者を通して各所管で職員研修を実施しました。 

また、庁内ＬＡＮを使い職員にエコオフィスニュースを４回発行し、環境配慮意識の啓発

に努めています。 

エ．達成状況の点検 

エコアクションプランの５ヵ年間の目標達成に向け、毎年度数値目標を設定し、達成状況

の点検・評価を行います。現状を知ることで問題点を確認し、改善につなげていきます。 

第１ステージ合格証 
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（２）主な取り組み 

プラン目標の実現のためには、個々の職員の意識とそれに

伴う環境配慮行動が重要ですが、組織的に取り組んでいかな

ければならない以下の項目については、全庁への呼びかけを

徹底しました。 

ア．空調の設定温度（夏季２８℃、冬季２０℃）の徹底 

イ．不要な電気の消灯（節電）の徹底 

ウ．廃棄物の削減・資源化 

エ．低公害車の計画的な導入 

 

（３）新たな配慮行動「マイはし運動」 

 森林資源の保全及び廃棄物の発生抑制の観点から１９年

１１月から「マイはし運動」を開始しました。本庁職員は原

則として「自分用に持ち歩いて使うマイはし」を使用し、割

りばしの使用抑制に努めます。また、本庁舎に出入りする弁

当事業者に割箸の添付を止めるよう要請しました。 

 

２． 地球温暖化対策の推進 

 

（１）電気消費量削減による取り組み 

ＣＯ２の排出を減らす取り組みとして、電気消費量の削減に取り組んでいます。効率的な施設

運営のために、空調・照明・搬送など電気使用量の多いものを中心に削減に努めました。また

研修などを通じ、職員一人ひとりが、節電のための取り組みの強化を図り、夏の冷房２８℃・

冬の暖房２０℃の室温設定、昼休みの電気の消灯、不使用時のパソコンの電源を切る等に努め

ています。 

 

（２）ごみ減量・資源化の取り組み 

ＬＡＳ－Ｅの取り組みが徹底されたことから、職員のごみ分別の意識が高まりました。これ

まで、分別されずに可燃ごみに含まれていた資源化可能な紙ごみの混入は減少し、紙類のリサ

イクル量が増えました。 
今後もさらなるごみの減量・資源化を図るため、エコオフィスニュースや職員研修等、意識

啓発を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球温暖化の防止及び夏季の省エネルギー対策のため、冷房

中の室温を２８℃に設定しています。６月１日から９月３０日までは、

職員が軽装で勤務していますので、

ご理解をお願いいたします。

八王子市は環境マネジメントシステム

　「LAS-E」を導入し、積極的に取り組んでいます

環境にやさしく

室 温 設 定

※「ＬＡＳ－Ｅ」（環境自治体スタンダード）：環境自治体会議が制定した自治体が環境に対する取り組みを行うための規格

本庁舎の可燃ごみ量
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（３）温室効果ガス排出量調査票による把握 

市の事務事業に関わる全ての施設において、エネルギーや燃料の使用量等から毎年度の温室

効果ガス排出量（ＣＯ２換算）を把握しています。温室効果ガス排出量の推移を把握し、公表す

ることでさらなる改善へとつなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 温室効果ガス削減結果（ＣＯ２換算） 

市の事務事業（削減対象の事業）に関わる１９年度の温室効果ガス排出量は前年度に比べ

１１．６％減少し、約９１，０００トンとなりました。（１８年度：約１０３，０００トン） 
 

 

 

３．グリーン調達購入実績 

 

文具類とＯＡ機器類の調達率が若干な

がら下がりましたが、それ以外は概ね良好

な結果となりました。 

引き続き職員への意識啓発と、環境推

進員を中心としたチェック体制により、

環境物品の選択をよりいっそう推進する

とともに、グリーン調達重点品目の拡充

を検討し、環境負荷の少ない物品等の調

達を推進していきます。 
なお、「①紙類」については、製紙メー

カー各社による古紙配合率偽装問題の影

響により、正確な集計が不可能となった

ため、空欄としてあります。 

グリーン調達重点品目におけるグリーン調達率 

グリーン調達率（品数ベース） 分類 
１８年度 １９年度 

①紙類 97.9％ － ％ 

②文具類 99.8％ 98.5％ 

③機器類 95.0％ 97.9％ 

④ＯＡ機器類 99.6％ 98.3％ 

⑤電気製品類 83.9％ 90.7％ 

⑥自動車 100％ 100％ 

⑦作業着 93.4％ 99.1％ 

 

八王子市グリーン調達方針で定めたグリーン調達重点品目の調達率については、ＬＡＳ－Ｅの

取り組みの中で数値目標を設定し、研修などを通じて職員の意識啓発を行いました。 

グリーン調達率 
 

購入した総数のうち環境物品の総数 
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